
 

施設内型産後ケア事業とホテル提携型産後ケア事業に関する現状報告 
 
 
【研究目的】 

A院は施設内型産後ケア事業（以下院内）とホテル提携型産後ケア事業（以下ホテル）を
展開している。利用者の自由記述から、提供する場の違いによるニーズの特徴を探索的に検

討したので報告する。 
【研究対象】 

2025年 4月 24日～2026年 1月 31日に F市産後ケア事業助成を利用した産後４か月未
満の産婦。院内延べ 406名、ホテル延べ 516名を分析対象とした。 
【研究方法】 
利用者アンケートの自由記述式回答について、ケアの内容、満足度、要望について意味の

類似性に基づき質的帰納的に NVivo15を用いてカテゴリー分類し、頻出語をワードクラウ
ド上に視覚化した。本研究は福岡看護大学倫理審査委員会の承認を得て実施した。 
【結果】 
利用した産後日数の中央値は院内 75 日目、ホテル 74 日目。利用目的は院内、ホテルと
もに①休息②母乳量測定③発育・発達チェックの順に多かった。ワードクラウド上では、院

内、ホテルとも「授乳」「母乳」「飲む」「ミルク」「相談」が目立ち、院内は「痛み」「指導」

「測定」「吸う」が、ホテルは「リラックス」「風呂」「ご飯」「ケア」「哺乳」が特徴的に抽

出された。育児では共通して「母乳」「不安」が多く抽出された。スタッフ対応では「優し

い」「丁寧」「安心」「親身」が、「ありがとう」「時間」「ゆっくり」が共通して多く抽出され

た。利用前には院内・ホテルともに「不安・心配」「育児への自信のなさ」を示す記述を認

めたが、利用後の自己肯定感向上に関する記述は院内 34件・ホテル 52件で、「承認・共感
による安心」「再起力・前向き意欲」がうち院内 33％・ホテル 48％を占めた。 
【考察】 
院内は医療資源を背景に“多様な身体的・精神的支援を専門的に提供できる場”と確信し

た。ホテルは“より豊かな休息を感じられる場”であり、意識的なリラックスがポジティブ

な育児行動につながる可能性が示唆された。両施設ともスタッフの丁寧で親身な対応が「感

謝」「リフレッシュ」を生み、自己肯定感の回復に寄与することが示唆された。「安心感」と

「相談のしやすさ」は場所を問わず最も求められる価値であり、スタッフの対応の質（寄り

添う姿勢）を最優先に留意すべきと認識できた。院内とホテルは相補的な産後ケアの場であ

ると認識できた。 


